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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3.3309 3.2916 -0.0393 3.3563 -0.0647

対円 JPY 35.29 35.71 +0.42 33.11 +2.60

対ユーロ BRL 3.4733 3.4356 -0.0377 3.5662 -0.1306

対ドル JPY 117.55 117.54 -0.01 111.14 +6.40

対ユーロ JPY 122.56 122.67 +0.11 118.10 +4.57

Index 57,647 57,255 -392 61,954 -4,699

bps 282.7 283.1 +0.4 302.8 -19.7

% 11.61 11.48 -0.13 11.87 -0.39

% 12.97 12.98 +0.00 13.28 -0.31

% 0.998 0.998 +0.000 0.925 +0.073

Index 190.8 190.3 -0.5 187.6 +2.7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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　　マーケットデータ
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Treasury Department

昨日のドルレアルスポット相場は、Ｔｅｍｅｒ大統領が景気促進策の詳細について発言したことでレアル買いが
優勢となり、節目の３．３０を下抜け、一時３．２８台前半までレアル高が進行した。同大統領は、①勤続年数補
償基金と呼ばれるＦＧＴＳの引き出しを正式に容認（Ｃａｉｘａ Ｅｃｏｎｏｍｉｃａの試算では、引き出し額は３００億
レアルになる見通しで、成長率を０．５％押し上げる効果が期待される。なお、詳細なスケジュールについては
来年２月１日に公表される予定）、②クレジットカードのリボ払いを３０日間に制限し、それ以降は最大で２年間
の分割払いに移行させる（ブラジル中銀によると、１０月のクレジットカード年間平均金利は４７５．８％に達して
おり、個人債務の拡大に拍車を掛けている）、③労働法の変更（１日８時間、週４４時間の法定労働時間の
拡大や長期休暇手当の分割支払いなど）、について言及した。なお、マーケットの一部で噂されている自身
の大統領辞任観測については改めて否定すると共に、内閣改造についても検討していないと発言している。

ブラジル中銀が昨日公表した第４四半期インフレ報告では、２０１７年と２０１８年のインフレ率見通しが、いず
れも目標値４．５％を下回る４．４％と３．６％となった（前回９月分では、４．４％と３．８％）。「金融緩和の程度と
ペースは引き続き今後のインフレ見通し次第である」との見解も示され、具体的な利下げ水準については言
及を避けたが、マーケットは中銀が次回会合で５０ｂｐｓの利下げを実施するとの見方を強めている。


